
「サステナブル・ライフスタイル宣⾔2020」シンポジウム

味の素グループの
サステナビリティへの取り組み

味の素株式会社
執行役員 森島千佳

2020/11/18 © 2020 Ajinomoto Co., Inc. 1



「サステナブル・ライフスタイル宣⾔2020」シンポジウム

創業の志と現在
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「サステナブル・ライフスタイル宣⾔2020」シンポジウム

味の素グループが重視する課題（マテリアリティ）

• 食と健康の課題解決への貢献
• 生活者のライフスタイルの変化に
対する迅速な提案

• 製品の安全・安心の確保
• 多様な人財の活躍
• 気候変動への適応とその緩和

• 資源循環型社会実現への貢献
• フードロスの低減
• 持続可能な原材料調達
• 水資源の保全
• ガバナンスの強化
• グローバルな競争激化への備え
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「サステナブル・ライフスタイル宣⾔2020」シンポジウム

気候変動への対応 温室効果ガスの削減
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SCOPE 2

SCOPE 1
自社

電気・蒸気・熱

SCOPE 3SCOPE 3
原料の製造・
輸送など

製品の輸送・使用・
加工・廃棄など

2030年までにScope1,２の
温室効果ガスを50%削減

2050年までに使用する電力は
再生可能電力100%

2030年までにScope3の
温室効果ガスを24%削減

環境省『物語でわかるサプライチェーン排出量算定』
から加工して作成



「サステナブル・ライフスタイル宣⾔2020」シンポジウム

プラスチック対策（資源循環型社会実現への貢献）
• 味の素グループのプラスチック包材使用量は年間約7万トン
• 2030年までに、有用化されずに捨てられるプラスチック包材をゼロに
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「サステナブル・ライフスタイル宣⾔2020」シンポジウム

フードロスの低減

• 食品廃棄物のうち飼料や肥料として有用化できず、廃水処理、埋め立て、
焼却等により処理・処分されたものを「フードロス」と定義
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2025年度までに
原料受け入れからお客様納品までのフードロスを半減

2050年度までに製品ライフサイクル全体で半減



「サステナブル・ライフスタイル宣⾔2020」シンポジウム

持続可能な原材料調達

• 気候変動、生物多様性、人権問題等と大きく関わる森林減少の抑制が大事
→ パーム油と紙に関する取り組みから着手

2020/11/18 © 2020 Ajinomoto Co., Inc. 7

• 「パーム油の調達ガイドライン」
「紙の調達ガイドライン」制定

• 認証を受けた原材料の調達

• 各種イニシアティブとの連携

• 独自のトレーサビリティの確立や
監査



「サステナブル・ライフスタイル宣⾔2020」シンポジウム

情報の公開
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www.ajinomoto.co.jp/company/jp/activity/
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